
 

様式第 20 号（その１）（第 31 条関係）                 記入例 
 

動 産 り 災 申 告 書 

 
令和〇〇年〇〇月〇〇日提出  

 利根沼田広域消防本部消防長 様 

 

                        申告者 住   所 群馬県沼田市高橋場町２０４９番地１ 

                                職業・氏名  会社員 消防 太郎         

                                生年月日  昭和〇〇年〇〇月〇〇日生 

 

 令和〇〇年〇〇月〇〇日〇〇時〇〇分頃 群馬県沼田市高橋場町２０４９番地１ におい

て発生した火災によって、り災したので申告いたします。 

 

り災物件と申告者との関係 所有者    管理者    占有者 

り  災  場  所 
 
 群馬県沼田市高橋場町２０４９番地１ 
 

 

 

世 
 
帯 
 
員 
 

続柄 氏      名 性別 年齢 続柄 氏      名 性別 年齢 

本人 消防 太郎 男 〇〇     

妻 消防 花子 女 〇〇     

長男 消防 一郎 男 〇〇     

父 消防 点検 男 〇〇     

母 消防 検査 女 〇〇     

 

 

り 
 
 
 
災 
 
 
 
物 
 
 
 
件 

品     名 数量 経過 
年数 

取得金額 
（円） 

り災別 損害見積額 
（円） 

摘要 

テレビ □ △ １０万 焼 水 破 ５万 ﾘﾋﾞﾝｸﾞ 

ソファ □ △ ２０万 焼 水 破 １５万  

食器棚 □ △ ３万 焼 水 破 １万  

テーブル □ △ ３万 焼 水 破 ５千  

ゲーム機 □ △ １万 焼 水 破 ０ 中古品 

パソコン □ △ ２０万 焼 水 破 １万  

プリンター □ △ ５万 焼 水 破 ５千  

洗濯機 □ △ ３０万 焼 水 破 ２万  

 



 

様式第 20 号（その２）（第 31 条関係） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り 
 
 
 
 
 
災 
 
 
 
 
 
物 
 
 
 
 
 
件 

品     名 数量 経過 
年数 

取得金額 
（円） 

り災別 損害見積額 
（円） 

摘要 

シングルベッド □ △ ５万 焼 水 破 １万  子供部屋 

ダブルベッド □ △ ７万 焼 水 破 ２万  

布団 □□ △ １０万 焼 水 破 １万  

食器類 □ △ ５万 焼 水 破 ５千  

衣類 □ △ ３０万 焼 水 破 ５万  

冷蔵庫 □ △ ３０万 焼 水 破 ２５万  

エアコン □ △ １０万 焼 水 破 ９万  

石油ストーブ □ △ １万 焼 水 破 ０  

給湯用ボイラー □ △ ５万 焼 水 破 １万  

絵画 □ △ ５０万 焼 水 破 １００万  

    焼 水 破   

    焼 水 破   

    焼 水 破   

    焼 水 破   

    焼 水 破   

    焼 水 破   

    焼 水 破   

    焼 水 破   

    焼 水 破   

    焼 水 破   

    焼 水 破   

    焼 水 破   



 

様式第 20 号（その３）（第 31 条関係） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り 
 
 
災 
 
 
物 
 
 
件 
 
 
 

品     名 数量 
経過 

年数 

取得金額 

（円） 
り災別 

損害見積額 

（円） 
摘要 

    
焼水破 

   

    
焼水破 

  

    
焼水破 

  

    
焼水破 

  

    
焼水破 

  

    
焼水破 

  

    
焼水破 

  

    
焼水破 

  

    
焼水破 

  

    
焼水破 

  

    
焼水破 

  

合 計 損 害 額（円） ２４０万  

火  

災 
 
保 
 
険 

被 保 険 物 件 契 約 会 社 名 保険金額（円） 

家財 〇〇保険 １００万 

   

   

記 

 

載 

 

要 

 

領 

１ 「り災物件と申告書の関係」欄は、あてはまるものを○で囲むこと。 

２ 「り災別」欄は、あてはまるものを○で囲むこと。 

  なお、「焼水破」の意味は次によること。 

（１）焼・・・焼損（燃えたもの、又は熱で侵されたものなど。） 

（２）水・・・水損（消火するための水で濡れたり、壊れたりしたものなど。） 

（３）破・・・破損（火災により壊れたり、汚れたりしたものなど。） 

３ 「損害見積額」欄は、り災した物件の時価を基準として被害程度により損害

額を見積もって記入すること。 

注 

 

意 

１ この申告書は、消防法第34条によって提出を求めるもので、提出しない場合

又は虚偽の申告をした場合は消防法第44条により処罰されます。 

２ この申告等は、なるべく４日以内に提出してください。 

 


